
 

「福井県公共施設等総合管理計画」 中間見直しについて ≪概要≫ 

これまでの経緯 公共施設等の現状および今後の見通し 

 

平成 26年度  国が計画策定の指針を提示 
（背景：施設の老朽化、人口減少の進行、厳しい財政状況等の課題への対応） 

 

平成 27年度  「福井県公共施設等総合管理計画」を策定 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年度   国が計画見直しの指針を提示 
令和 3年度中の見直し 

（維持管理・更新等に係る経費の試算、未利用資産の活用方針の追記） 

 

令和 3年度   「福井県公共施設等総合管理計画」を見直し 
 

 

１ 施設の保有量と老朽化 
 

○施設の老朽化が進行            Ｈ２７年度  Ｒ３年度 

・公共施設（建物全体） 建設後３０年以上経過 ４３％ → ５４％ 

・インフラ施設（橋梁） 建設後５０年以上経過 ３２％ → ４３％ 
 

（１）公共施設（建物） 

部局等 
保有量 

建設後 30 年以上 

経過する施設の割合 

施設数 棟数 延床面積(㎡) 
H27年度 

策定時 
R3 年度 

策定時 

知事部局 227 1,127 672,621 45％  53％  

教育庁 67 1,275 677,392 54％  70％  

警察本部 223 443 129,137 35％  43％  

病院（県病、すこシル） 5 15 111,784 0％  1％  

大学（県大） 8 53 71,824 4％  12％  

計 530 2,913 1,662,758 43％  54％  

 

２ 維持管理・更新等経費の将来見通し 
 

○維持管理・更新等経費が増加 

公共施設・インフラ施設の計 
〔現在 R1～2平均〕２８２億円/年 

 
〔単純更新〕  ５０６億円/年 

 
      △１５８億円/年削減 

 
〔長寿命化〕  ３４８億円/年 

 

 

 

 

 

 

 

中間見直しの内容 

 

① 維持管理・更新等に係る経費見込みについて 

（Ｈ２７策定時）「主要庁舎、橋梁のみ」の単純更新経費を試算 

（Ｒ３策定時）「全ての公共施設（建物、インフラ施設）」の     

単純更新経費および長寿命化による経費を試算 
 

② 保有する未利用資産等の有効活用について 

（Ｒ３策定時）｢未利用資産の有効活用を積極的に行うこと｣を追記 

 

 

 
 

（２）インフラ施設 ※主なもの 

施 設 施設数 

建設後 50 年以上 

経過する施設の割合 

H27年度 

策定時 

R3 年度 

策定時 

橋梁（橋長 2m 以上） 2,358  橋  32％  43％  

砂防堰堤 2,065  基  11％  19％  

港湾施設（5 港湾） 326 施設 6％  15％  

農業水利施設（用水路） 555 ｋｍ 3％  11％  

治山ダム 5,747  基  9％  17％  

漁港施設（7 漁港） 448 施設 10％  15％  

 

【目  的】長期的な視点で総合的かつ計画的な施設の管理を行い、

行政サービスの水準の確保と財政負担の軽減・平準化を

図る 

【対象施設】県が保有するすべての公共施設等 

【計画期間】10年間（平成 28年度～令和 7年度） 

【基本方針】・公共施設の管理 

①施設保有量の適正化と有効活用 

②長寿命化対策の推進 

③維持管理の適正化 

④安全の確保 

⑤ユニバーサルデザイン化の推進 

      ・インフラ施設の管理 

①メンテナンスサイクルの確立 

〔今後の方向性〕 

施設の保有量を適切に管理

するとともに、国の財源（国

庫・起債）を活用しながら適

時適切な修繕等を実施 

公共施設（建物） 

インフラ施設 


